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令
和
元
年
度
大
会
見
学
会
は
、
六
月

十
五
日
の
土
曜
日
に
本
年
度
の
大
会

テ
ー
マ
「
茶
書
研
究
の
現
在
」
に
偶
然

一
致
し
た
展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
京

都
市
上
京
区
の
茶
道
資
料
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
折
し
も
茶
道
資
料
館
は
開
館

四
十
周
年
、
今
日
庵
文
庫
は
そ
の
上
を

行
く
開
館
五
十
周
年
の
記
念
の
歳
に
あ

た
り
、
特
別
展
の
Ⅰ
と
し
て
「
裏
千
家

所
蔵
の
優
品
」
と
題
し
、
裏
千
家
所
蔵

の
優
品
茶
道
具
の
数
々
や
、
今
日
庵
文

庫
に
架
蔵
さ
れ
る
茶
書
の
逸
品
、
今
日

庵
文
庫
及
び
茶
道
資
料
館
を
創
設
し
た

鵬
雲
斎
千
玄
室
大
宗
匠
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
が
、
一
・
二
階
の
陳
列

室
に
ひ
し
め
き
合
っ
て
展
観
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
二
階
の
北
側
の
展
示

ケ
ー
ス
に
は
、
お
目
当
て
の
茶

書
群
が
待
ち
構
え
て
お
り
、
伝

相
阿
弥
筆
『
長
歌
茶
の
湯
物

語
』
一
軸
、
故
永
島
福
太
郎
先

生
に
「
垂
涎
の
書
」
と
言
わ
さ

し
め
た
『
烏
鼠
集
四
巻
書
』
四

冊
、
千　

宗
旦
の
高
弟
で
、
伊

勢
神
宮
の
御
師
杉
木
普
斎
自
筆

の
『
普
斎
伝
書
』
八
巻
、京
都
・

石
清
水
八
幡
宮
滝
本
坊
の
社
僧

松
花
堂
昭
乗
の
寛
永
八
年
口
切
か
ら
の

自
筆
茶
会
記
一
帖
、
安
土
・
桃
山
時
代

の
九
州
・
博
多
の
豪
商
神
屋
宗
湛
の『
神

屋
宗
湛
日
記
』
三
冊
と
い
う
堂
々
た
る

布
陣
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
次
の
特

別
展
Ⅱ
「
三
冊
名
物
記
―
江
戸
の
知
ら

れ
ざ
る
名
物
図
鑑
―
」に
出
陣
の
た
め
、

今
日
庵
文
庫
の
至
宝
中
の
至
宝
で
あ
る

山
上
宗
二
自
筆
の
『
山
上
宗
二
記
』
の

御
開
陳
が
無
か
っ
た
こ
と
で
す
。
十

月
か
ら
は
恐
ら
く
は
江
戸
時
代
に
書
写

さ
れ
た
名
物
記
群
の
中
に
あ
っ
て
、
安

土
・
桃
山
時
代
に
書
か
れ
た
書
物
と
し

て
燦
然
と
し
た
輝
き
を
放
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
こ
と
に
残
念
！

　

さ
て
、
見
学
会
当
日
は
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
格
好
の
見
学
会
日
和
。
抽
選

に
よ
り
約
１
０
０
名
の
幸
福
に
恵
ま

れ
、
且
つ
強
運
の
会
員
が
参
加
。
午
前

十
一
時
、
午
後
一
時
半
、
同
二
時
半
の
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三
回
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ

展
覧
会
見
学
班
と
呈
茶
班
の
二
班
編
成

で
茶
道
資
料
館
を
堪
能
し
ま
し
た
。
会

員
諸
賢
の
興
味
の
向
か
う
と
こ
ろ
は
二

階
の
北
側
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
学
会
側
も
手
ぐ
す
ね
を

引
い
て
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
勿
論
の

こ
と
で
す
。
会
員
が
餌
食
に
な
る
か
、

そ
れ
と
も
学
会
派
遣
の
解
説
員
が
餌
食

に
な
る
か
、
茶
書
の
醍
醐
味
を
如
何
に

し
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
死
闘

の
幕
開
け
で
す
。
午
前
十
一
時
の
第
一

回
目
は
、『
長
歌
茶
の
湯
物
語
』、『
烏

鼠
集
四
巻
書
』、『
普
斎
伝
書
』、『
松
花

堂
自
筆
茶
会
記
』、『
神
屋
宗
湛
日
記
』

の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
、
特
筆
す
べ
き
点

な
ど
比
較
的
余
裕
の
あ
る
解
説
が
な
さ

れ
ま
し
た
。『
長
歌
茶
の
湯
物
語
』
に

は
珠
光
も
紹
鷗
も
出
て
こ
な
い
こ
と
、

つ
ま
り
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。『
烏
鼠
集
四
巻
書
』
に
は

珠
光
も
紹
鷗
も
登
場
し
、
わ
び
茶
の

世
界
が
成
立
し
て
い
く
時
期
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。『
普
斎
伝
書
』
が
巻
子
本

と
い
う
中
世
的
な
伝
書
の
形
態
を
残
し

て
い
る
こ
と
。『
松
花
堂
自
筆
茶
会
記
』

に
書
か
れ
て
い
る
字
を
見
て
、
誰
が
あ

の
昭
乗
の
名
筆
を
想
像
で
き
る
か
。『
神

屋
宗
湛
日
記
』
に
は
豊
臣
秀
吉
や
千　

利
休
の
肉
声
が
書
き
残
さ
て
お
り
、
ほ

か
の
茶
会
記
と
は
違
う
側
面
で
貴
重
な

も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
解
説
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
後
、午
後
一
時
半
、

二
時
半
の
二
回
は
、
解
説
員
に
と
っ
て

二
時
間
連
続
休
憩
な
し
の
解
説
と
な

り
、
解
説
と
質
問
の
両
方
に
追
わ
れ
た

怒
涛
の
よ
う
な
二
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の

拙
い
解
説
で
も
、
会
員
諸
賢
に
お
い
て

は
慈
悲
深
い
仏
の
よ
う
な
ご
配
慮
を
い

た
だ
き
、
な
ん
と
か
及
第
点
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
昨
年
も
そ
う
で
し
た
が
、
改

め
て
大
会
に
お
け
る
見
学
会
の
会
員
諸

賢
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
大
会
で
も
苦
心
す
る

で
し
ょ
う
が
、
見
学
会
実
施
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
大
会

　

令
和
元
年
度
の
茶
の
湯
文
化
学
会
大

会
は
、
六
月
十
五
日
（
土
）、
十
六
日

（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
京
都
同

志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。

　

第
一
日
目
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
午

後
三
時
五
十
分
ま
で
、
茶
道
総
合
資
料

館
に
て
見
学
会
が
行
わ
れ
、
一
〇
〇
名

が
参
加
し
た
。《
茶
道
資
料
館
開
館
四

十
周
年
・
今
日
庵
文
庫
開
館
五
十
周
年

記
念
特
別
展
Ⅰ
》「
裏
千
家
所
蔵
の
優

品 

併
設
展
「
鵬
雲
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

撰
」
を
山
田
哲
也
副
会
長
に
解
説
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

第
二
日
目
は
、
同
志
社
大
学
今
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
至
誠
館
を
会
場
に
し

て
、
研
究
発
表
、
総
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
た
。
中
村
修
也
副
会
長
の

総
合
司
会
に
よ
り
、
午
前
九
時
四
十
五

分
か
ら
ま
ず
熊
倉
功
夫
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま

で
、
矢
野
環
副
会
長
の
も
と
、
四
題
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
一
、「『
君

台
観
左
右
帳
記
』
と
三
谷
宗
鎮
『
和
漢

茶
誌
』
が
示
す
烏
盞
に
つ
い
て
―
中
国

出
土
品
と
天
目
秞
再
現
実
験
に
よ
る
考

察
」（
岩
田
澄
子
氏
）、
二
、「『
八
坂
神

社
記
録
』
に
お
け
る
喫
茶
記
録
に
つ
い

て
」（
田
村
妙
子
氏
）、
三
、「『
師
守
記
』

に
み
る
喫
茶
」（
島
﨑
綾
子
氏
）、
四
、

「T
hayer 

家
に
受
け
継
が
れ
た
岡
倉

覚
三
（
天
心
）
の
茶
道
具
―K

eiko 
T

hayer 

夫
人
と
の
出
会
い
か
ら
」（
大

和
田
範
子
氏
）
の
四
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ

二
十
分
の
発
表
に
対
し
十
分
の
質
疑
応

答
時
間
が
設
け
ら
れ
、
各
題
と
も
二
～

五
の
質
問
が
出
、
活
発
な
や
り
取
り
が

展覧会見学２
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あ
っ
た
。

　

午
後
は
、
十
二
時
五
十
分
か
ら
総
会

が
開
催
さ
れ
た
後
、
一
時
半
か
ら
五
時

二
十
分
ま
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
茶
書

研
究
の
現
在
」
と
題
し
、
熊
倉
功
夫
参

与
の
司
会
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
発
表
順

に
、
基
調
講
演
「
茶
書
研
究
の
過
去
・

現
在
・
未
来
」（
熊
倉
功
夫
氏
）、「
宋

代
茶
書
の
再
検
討
―
『
茶
録
』
と
『
大

観
茶
論
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」（
高

橋
忠
彦
氏
）、「
日
本
に
お
け
る
清
代
散

逸
茶
書
に
つ
い
て
」（
梁　

旭
璋
氏
）、

「
資
料
紹
介
：
井
上
正
三
筆
『
柳
湖
堂

煎
茶
会
記
』
―
あ
る
美
術
商
の
自
筆
茗

讌
図
録
」（
舩
阪
富
美
子
氏
）、「
茶
書

研
究
と
江
月
和
尚
茶
湯
記
」（
岡　

宏

憲
氏
）、「
千
利
休
研
究
と
茶
書
」（
原

田
茂
弘
氏
）、「
重
要
な
名
物
記
は
何
か

―
経
過
的
祖
形
―
」（
矢
野　

環
氏
）

で
あ
っ
た
。
会
場
か
ら
提
出
さ
れ
た
質

問
に
答
え
る
形
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
数
は
百
六
十
四
名

と
大
変
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
初
日
の
夕
刻
か
ら
は
懇
親
会

が
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
、
八
十
名
の
参

加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

令
和
元
年
度
総
会

　

総
会
は
令
和
元
年
六
月
十
六
日（
日
）

十
二
時
五
〇
分
か
ら
、
大
会
会
場
で
あ

る
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
至

誠
館
で
行
わ
れ
た
。
最
初
に
、
第
一
議

案
の
「
議
長
選
出
」
に
お
い
て
、
神
谷

昇
司
理
事
が
満
場
一
致
の
賛
成
で
選
出

大会シンポジウム

総　会

懇親会
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さ
れ
、
そ
の
後
は
神
谷
議
長
に
よ
り
議

事
が
進
行
さ
れ
た
。
つ
づ
く
第
二
議
案

「
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に

決
算
の
件
」、
お
よ
び
第
三
議
案
「
令

和
元
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算
の

件
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
、
提
案
が
あ

り
、
第
四
議
案
「
役
員
改
選
」
は
、
中

村
利
則
副
会
長
が
会
長
に
、
熊
倉
功
夫

会
長
が
参
与
に
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

理
事
会

　

令
和
元
年
度
第
一
回
拡
大
理
事
会

が
、
令
和
元
年
七
月
十
四
日
（
日
）
午

前
十
一
時
よ
り
同
志
社
大
学
今
出
川

キ
ャ
ン
パ
ス
至
誠
館
会
議
室
に
お
い
て

お
こ
な
わ
れ
た
。
理
事
十
七
名
と
幹
事

六
名
が
出
席
し
、
中
村
（
修
）
副
会
長

の
司
会
進
行
で
以
下
の
議
題
に
つ
い
て

討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

一
、
各
担
当
理
事
よ
り
事
業
報
告

　

二
、�

令
和
元
年
度
総
会
・
大
会
に
つ

い
て
の
報
告

　

三
、�

令
和
二
年
度
総
会
・
大
会
に
つ

い
て

　

四
、
令
和
元
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　

五
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

　

六
、�

中
村
利
則
会
長
退
任
願
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

　

七
、
そ
の
他

　

第
一
号
議
案
で
は
、
令
和
元
年
度
の

各
地
例
会
に
つ
い
て
、
出
席
の
担
当
理

事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
な
わ
れ

た
。
ま
た
第
四
十
二
回
研
究
会
、
二
〇

一
九
年
度
の
各
地
例
会
案
に
つ
い
て
、

出
席
の
担
当
理
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告

が
行
わ
れ
た
。
第
四
十
二
回
研
究
会
に

つ
い
て
は
、
中
村
（
修
）
副
会
長
よ
り

ス
リ
ラ
ン
カ
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、

国
よ
り
渡
航
許
可
が
下
り
な
い
た
め
、

中
国
浙
江
省
へ
変
更
に
な
っ
た
と
説
明

が
あ
っ
た
。

　

第
二
号
議
案
で
は
、
令
和
元
年
度
総

会
・
大
会
に
つ
い
て
同
志
社
大
学
で
行

わ
れ
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
三
号
議
案
で
は
、
令
和
二
年
度
総

会
・
大
会
の
場
所
に
つ
い
て
案
が
出
さ

れ
、
次
回
の
理
事
会
に
て
決
定
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

　

第
四
号
議
案
で
は
、
令
和
元
年
度
予

算
案
が
、
既
に
赤
字
予
算
と
し
て
組
ま

れ
て
い
る
た
め
、
問
題
で
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
、

改
善
す
る
方
向
で
議
題
が
話
し
合
わ
れ

た
。

　

ま
た
郵
便
料
金
の
値
上
げ
や
払
込
用

紙
で
の
支
払
い
に
伴
う
手
数
料
の
値
上

げ
が
、
今
後
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
受
け

て
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
の
直
接
の
入

金
、
払
込
用
紙
の
青
紙
へ
の
変
更
が
提

案
さ
れ
た
。
会
員
減
少
に
伴
う
会
費
収

入
の
減
少
を
止
め
る
た
め
、
会
員
の
勧

誘
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
依
頼
が
あ
っ

た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、Facebook

の
活
用
が
提
案
さ
れ
、
運
営
・
管
理
人

等
、
次
回
の
理
事
会
に
報
告
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

第
五
議
案
で
は
、
会
報
に
つ
い
て
池

田
理
事
よ
り
、
一
〇
一
号
が
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
に
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た

質
問
コ
ー
ナ
ー
の
解
答
へ
の
ご
協
力

を
、
理
事
・
幹
事
に
お
願
い
さ
れ
た
。

会
誌
に
つ
い
て
山
田
編
集
委
員
長
よ

り
、
次
号
が
九
月
末
に
間
に
合
わ
ず
、

十
月
発
行
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

第
六
議
案
で
は
、
中
村
利
則
会
長
退

任
願
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
中
村
利
則

会
長
よ
り
「
会
長
退
任
願
」
が
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
来
年
度
の
総
会
ま
で

は
会
長
と
し
、
中
村
修
也
副
会
長
を
会

長
代
行
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
七
号
議
案
で
は
、
八
幡
市
立
松
花

堂
庭
園
・
美
術
館
よ
り
「
後
援
名
義
使

用
許
可
申
請
書
」
が
出
さ
れ
、
承
認
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
茶
の
湯
」
が
無
形
文
化
財

化
と
し
て
認
定
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
座
長
を
中

村
利
則
会
長
に
代
わ
り
矢
野
副
会
長
が

引
き
継
ぐ
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

中
村
利
則
会
長
よ
り
、
教
育
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
い
意
向
が
あ
っ
た
。
会

誌
へ
の
リ
ジ
ェ
ク
ト
が
ひ
ど
く
、
書
き

方
等
勉
強
出
来
る
場
を
作
り
た
い
。
茶

の
湯
の
若
手
の
研
究
者
を
育
て
た
い
と

の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
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田
中
理
事
よ
り
、
科
学
研
究
費
の
受

け
入
れ
機
関
と
し
て
、
学
会
が
役
割
を

果
た
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
出

さ
れ
、
矢
野
副
会
長
が
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

谷
村
理
事
よ
り
、
海
外
の
学
会
員
希

望
者
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
質
問
が

あ
っ
た
。
海
外
の
学
会
員
を
受
け
入
れ

る
場
合
の
会
費
の
支
払
い
方
法
、
学
会

誌
の
発
送
の
費
用
負
担
は
、
指
定
銀
行

へ
円
建
て
で
入
金
し
て
も
ら
う
こ
と
な

ど
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

例
会

東
京
例
会

（
令
和
元
年
六
月
二
十
九
日
）

「
松
平
親
良
と
瓢
々
庵
に
つ
い
て
」

依
田
徹

　

二
〇
一
五
年
の
茶
の
湯
文
化
学
会
大

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
明
治
東
京
の
茶

の
湯
の
黎
明
」
に
お
い
て
「
八
百
善
茶

会
記
に
つ
い
て
」
を
報
告
し
た
時
、
松

平
瓢
々
庵
と
い
う
茶
人
が
特
定
で
き

ず
、
課
題
と
し
て
残
し
た
。
そ
の
後
の

継
続
調
査
に
よ
り
、
杵
築
藩
主
の
松
平

親
良
と
ほ
ぼ
特
定
で
き
た
こ
と
を
報
告

す
る
。

　

親
良
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に

世
子
と
し
て
江
戸
の
藩
邸
に
生
ま
れ
、

十
五
歳
の
時
に
九
代
藩
主
と
し
て
襲
封

し
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃

藩
置
県
に
よ
っ
て
杵
築
藩
が
消
滅
し
た

際
、
親
良
は
六
十
二
歳
で
杵
築
か
ら
東

京
に
移
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
高
橋
箒

庵
『
近
世
道
具
移
動
史
』（
慶
文
堂
書

店
、
一
九
二
九
）
は
、
明
治
初
期
の
旧

大
名
の
茶
人
と
し
て
親
良
の
名
前
を
挙

げ
て
い
る
。
当
時
は
極
め
て
道
具
の
値

段
が
下
落
し
て
お
り
、
親
良
は
掘
り
出

し
物
を
買
い
求
め
て
い
た
と
記
録
さ
れ

る
が
、
こ
の
記
述
だ
け
で
は
瓢
々
庵
と

は
同
定
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
山
本

麻
渓
・
木
全
宗
儀
『
古
今
茶
湯
集
』（
木

全
宗
八
、
一
九
一
七
）
の
巻
末
に
、
親

良
を
「
瓢
々
庵
」
と
す
る
記
述
が
見
つ

か
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
五
年
（
一
九
一

六
）
の
『
杵
築
松
平
家
売
立
目
録
』
に
、

明
治
十
六
年
に
瓢
々
庵
が
使
用
し
た

「
瀬
戸
茶
入　

銘
壁
観
」
が
確
認
さ
れ
、

こ
こ
か
ら
両
者
を
同
一
人
物
と
確
定
し

て
よ
い
と
判
断
し
た
い
。

　
『
八
百
善
茶
会
記
』
と
『
古
今
茶
湯

集
』
を
併
せ
る
と
、
親
良
は
主
客
の
合

計
で
三
十
五
会
の
活
動
が
確
認
さ
れ
、

明
治
十
年
代
の
重
要
茶
人
と
な
っ
て
く

る
。
ま
た
大
名
茶
人
の
交
友
を
続
け
て

い
た
と
い
う
点
、
他
の
大
名
家
の
名
品

蒐
集
に
先
鞭
を
付
け
て
い
た
と
い
う
点

で
も
、
同
時
期
の
一
動
向
を
象
徴
す
る

茶
人
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

「
明
治
十
年
代
に
お
け
る
茶
道
具
の

売
立
価
格
と
購
入
者
―
三
井
銀
行

幹
部
に
よ
る
加
島
屋
広
岡
家
の
茶

道
具
の
入
札
会
の
分
析
よ
り
―
」

高
原
明
子

　

本
発
表
は
、
明
治
十
四
年
に
、
三
井

銀
行
の
関
係
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
、
加
島
屋
広
岡
家
の
茶
道
具
の
入
札

会
の
調
結
果
で
あ
る
。
大
阪
で
大
名
貸

を
営
ん
だ
加
島
屋
広
岡
家
の
私
的
な
史

料
及
び
経
営
・
家
政
史
料
の
一
部
が『
大

同
生
命
文
書
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

公
開
さ
れ
て
い
る
。『
大
同
生
命
文
書
』

に
伝
わ
る
三
井
銀
行
関
係
者
に
よ
る
茶

道
具
入
札
会
の
史
料
は
、
三
井
文
庫
に

も
同
内
容
の
も
の
が
伝
わ
り
詳
細
な
記

録
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　

小
石
川
三
井
家
の
七
代
当
主
高
喜
お

よ
び
息
子
の
高
景
、
広
岡
家
の
別
家
五

兵
衛
家
に
嫁
い
だ
高
喜
の
戸
籍
上
の
妹

で
あ
る
浅
が
取
り
仕
切
り
、
三
井
銀
行

の
関
係
者
に
よ
る
広
岡
家
の
茶
道
具
の

入
札
会
が
明
治
十
四
年
五
月
に
二
度
開

催
さ
れ
た
。落
札
価
格
を
調
査
す
る
と
、

当
時
、
主
力
輸
出
製
品
の
一
つ
で
あ
っ

た
蒔
絵
類
に
相
対
的
に
高
額
が
つ
く
一

方
で
、
純
粋
な
茶
道
具
の
評
価
は
低
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

こ
の
入
札
に
は
、
初
回
は
十
五
名
、

二
回
目
は
十
二
名
が
参
加
し
て
お
り
、

高
喜
、
高
景
の
他
は
、
副
長
兼
元
締
内

用
専
務
の
西
邑
乕
四
郎
、
副
長
兼
元
締

外
用
専
務
の
三
野
村
利
助
、
一
等
監
事

の
今
井
友
五
郎
と
い
っ
た
幕
末
か
ら
三

井
に
奉
公
し
て
い
た
三
井
銀
行
の
幹
部

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
。
ま

た
、
幕
末
よ
り
彼
ら
は
当
主
た
ち
と
共
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に
茶
の
湯
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
も
史
料

よ
り
確
認
で
き
た
。

　

三
野
村
は
、
明
治
十
七
年
の
東
京
山

王
の
星
ケ
岡
茶
寮
の
開
設
に
発
起
人
と

し
て
尽
力
し
て
い
る
。
星
ケ
岡
茶
寮
は

会
員
制
で
運
営
さ
れ
、
寮
則
に
は
千
家

茶
道
復
興
を
目
指
し
つ
つ
も
旧
来
の
も

の
に
は
拘
ら
な
い
旨
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
三
野
村
が
近
代
的
発
想
の
持
ち
主

で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
三
野
村
や
他
の
入
札
会
参
加
者
が

益
田
鈍
翁
や
そ
の
周
辺
の
近
代
数
寄
者

た
ち
と
茶
会
を
通
じ
て
親
し
く
交
際
す

る
記
録
は
菅
見
で
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

　

尚
、
本
調
査
の
分
析
は
限
定
的
も
の

で
あ
り
、
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
他
の

入
札
会
の
分
析
、
前
後
の
時
代
の
茶
道

具
の
取
引
価
格
と
の
比
較
が
今
後
の
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

近
畿
例
会

（
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
八
日
）

「
京
焼
の
煎
茶
器
に
み
る
異
国
趣

味
」

梶
山
博
史

　

十
八
世
紀
中
頃
、
売
茶
翁
の
登
場
に

よ
っ
て
、
明
清
時
代
の
中
国
に
お
け
る

飲
茶
法
で
あ
る
煎
茶
が
、
日
本
で
広

ま
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
文
化
の
先
進

地
で
あ
り
国
内
屈
指
の
窯
業
地
で
も

あ
っ
た
京
都
で
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら

十
九
世
紀
初
頭
に
煎
茶
器
が
作
ら
れ

た
。
柳
下
亭
嵐
翠
『
煎
茶
早
指
南
』
や

滝
沢
馬
琴
『
羇
旅
漫
録
』
に
は
、
煎
茶

器
を
手
掛
け
る
陶
工
と
し
て
初
代
清
水

六
兵
衞
や
初
代
高
橋
道
八
ら
の
名
が
挙

が
る
。
今
に
残
る
作
例
か
ら
は
、
唐
物

を
模
倣
し
た
急
須
な
ど
を
主
に
制
作
し

て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　

十
九
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
そ
の
次

世
代
で
あ
る
青
木
木
米
・
仁
阿
弥
道

八
・
永
樂
保
全
ら
に
よ
っ
て
、
唐
物
の

煎
茶
器
に
は
な
い
異
国
趣
味
を
ま
と
っ

た
、
独
自
の
煎
茶
器
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
、

憧
れ
の
対
象
と
な
る
最
も
身
近
な
異
国

は
中
国
で
あ
る
。
明
時
代
の
景
徳
鎮
窯

で
作
ら
れ
た
染
付
・
赤
絵
・
金
襴
手
、

漳
州
窯
で
作
ら
れ
た
呉
州
手
・
交
趾
な

ど
、
既
に
抹
茶
器
と
し
て
日
本
で
受
容

さ
れ
て
い
た
中
国
陶
磁
の
色
彩
や
文
様

が
、
煎
茶
器
に
引
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

清
時
代
に
開
発
さ
れ
た
、
中
間
色
を
用

い
る
絵
付
技
法
で
あ
る
粉
彩
も
用
い
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
半
島
・
東
南
ア

ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、
様
々
な
舶

来
陶
磁
の
特
徴
的
な
文
様
・
色
調
・
形

状
を
翻
案
し
、
煎
茶
器
に
採
り
入
れ
て

い
る
。
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
は
陶
磁
器
に

限
ら
ず
、
明
時
代
の
版
本
で
あ
る
『
芥

子
園
画
伝
』（
絵
画
技
法
書
）
や
『
方

氏
墨
譜
』（
墨
の
図
案
集
）
に
載
る
図

像
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
京
焼
陶
工

の
煎
茶
器
か
ら
は
、
い
か
に
し
て
エ
キ

ゾ
チ
ズ
ム
を
ま
と
わ
せ
る
か
と
い
う
、

貪
欲
な
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

金
沢
例
会

（
平
成
三
十
一
年
八
月
二
十
五
日
）

「
前
田
家
伝
来
の
斜
茶
碗
」

宮
武
慶
之

　

現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
高
麗
五
器

手
茶
碗
銘
「
斜ひ
づ
み」
は
、
か
つ
て
小
堀
政

一
（
遠
州
／
一
五
七
九
―
一
六
四
七
）

が
所
持
し
た
の
ち
、
昭
和
二
十
年
代
ま

で
加
賀
藩
主
前
田
家
に
伝
来
す
る
。

　

前
田
家
の
蔵
帳
で
あ
る
「
表
御
納
戸

御
道
具
目
録
帳
」
中
、
名
物
や
主
要
な

道
具
が
所
載
さ
れ
た
「
名
物
并
上
之
御

道
具
品
々
寄
帳
拾
三
冊
之
内　

壹
」
に

は
九
碗
が
所
載
さ
れ
、そ
の
一
つ
が「
斜

茶
碗
」
す
な
わ
ち
個
人
蔵
品
で
あ
る
。

　

斜
茶
碗
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

九
月
に
北
陸
朝
日
放
送
開
局
記
念
と

し
て
石
川
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
「
加
賀
の
名
宝
―
茶
道
美
術
を
中
心

に
―
」
に
出
品
さ
れ
た
が
図
録
や
出
品

目
録
は
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
展
覧
会

以
後
は
作
品
の
形
状
す
ら
知
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
本
碗
は
こ
れ
ま
で
所

在
不
明
で
あ
っ
た
が
今
回
、
調
査
に
よ

り
個
人
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

本
碗
が
重
要
な
点
は
遠
州
の
所
持
し

た
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
遠
州
の
茶

会
記
中
、
寛
永
十
七
年
（
実
際
に
は
寛

文
十
六
年
）
正
月
二
十
日
晩
に
一
度
だ

け
「
斜
高
麗
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

本
碗
は
ひ
づ
み
の
漢
字
と
し
て
斜
が
用

い
ら
れ
る
が
、
遠
州
の
箱
墨
書
が
あ
る
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茶
碗
で
は
他
に
「
ひ
づ
み
」（
個
人
蔵
）

や
「
邪
高
麗
大
」（『
大
正
名
器
鑑
』）

が
知
ら
れ
る
。
従
来
、
こ
の
茶
会
で
使

用
さ
れ
た
の
は
「
邪
高
麗
大
」
で
あ
る

と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
碗
こ
そ
が
茶
会

で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

又
こ
れ
ら
の
同
じ
ひ
づ
み
の
銘
を
有
す

る
茶
碗
は
、
や
は
り
遠
州
の
好
み
に
か

な
う
も
の
で
あ
り
、
関
係
性
を
考
え
る

上
で
も
重
要
な
作
品
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。

　

前
田
家
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
遠
州

が
茶
会
で
使
用
す
る
八
日
前
に
加
賀
藩

四
代
藩
主
前
田
光
高
（
一
六
一
五
―
一

六
四
五
）
が
参
会
し
て
お
り
、
茶
会
の

の
ち
に
閲
覧
に
供
さ
れ
、
そ
の
後
に
も

た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

遠
州
と
前
田
家
と
の
関
係
は
利
常
や

光
高
と
の
交
流
が
知
ら
れ
、
遠
州
没
後

は
遺
物
の
多
く
が
前
田
家
に
贈
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
本
碗
は
遠
州
存
命
中

に
前
田
家
に
譲
渡
さ
れ
た
作
品
で
あ
る

と
同
時
に
、
光
高
と
の
交
流
を
考
え
る

上
で
の
重
要
な
作
品
と
結
論
し
た
。

例
会
の
ご
案
内

東
京
例
会

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館

「
日
本
に
あ
っ
た
陸
羽
像
」

岩
間
真
知
子

「
移
送
の
名
物
記
『
唐
物
凡
数
』
―
そ

の
意
義
と
『
山
上
宗
二
記
』」

竹
内
順
一　

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
二
時
～　

会
場
：
五
島
美
術
館

「
酒
井
宗
雅
に
つ
い
て
」

谷
村
玲
子　

「
仏
教
儀
礼
と
茶
」

米
沢　

玲

東
海
例
会
　

二
〇
一
九
年
十
一
月
三
十
日
（
土
）

午
後
二
時
（
開
場
：
午
後
一
時
半
）

会
場
：
昭
和
美
術
館　

入
館
料
五
百
円

「
茶
会
に
お
け
る
青
銅
器
」　　

田
畑　

潤

静
岡
例
会

二
〇
一
九
年
十
一
月
七
～
十
日

会
場
：
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

「
茶
の
あ
る
空
間
の
し
つ
ら
え
」

「
中
国
文
人
の
茶
文
化
」
と
「
日
本
の

民
芸
茶
文
化
」
の
両
者
の
生
活
文
化
を

紹
介
し
ま
す
。

近
畿
例
会

二
〇
一
九
年
十
月
十
九
日
（
土
）

茶
道
資
料
館
「『
三
冊
名
物
記
』
―
知

ら
れ
ざ
る
江
戸
の
茶
道
具
図
鑑
―
』」

展
関
連

午
後
一
時
～
三
時

会
場
：
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
至
誠
館
Ｓ
一
番
教
室

「『
三
冊
名
物
記
』
へ
至
る
道
―
大
永
か

ら
享
保
へ
」

矢
野
環　
　

「『
三
冊
名
物
記
』
の
成
立
と
展
開
」

橘
倫
子　
　

午
後
三
時
半
～
午
後
五
時

会
場
：
茶
道
資
料
館
（
入
館
料
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。）

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
二
時
（
開
場
：
午
後
一
時
半
）

会
場
：
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館　

地
下
講
堂

「
茶
の
湯
と
竹
工
芸
（
仮
）」

巖
由
季
子

「
煎
茶
と
竹
工
芸
（
仮
）」

宮
川
智
美

＊�

当
日
は
、特
別
展
「
竹
工
芸
名
品
展
：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ビ
ー
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
─
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

所
蔵
」
開
催
中
で
す
。

＊�

近
畿
例
会
の
み
の
出
席
は
、
入
館
料

不
要
で
す
が
、特
別
展
の
観
覧
に
は
、

別
途
、観
覧
券
の
購
入
が
必
要
で
す
。

北
陸
例
会

二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）  

「
未
定
」

金
沢
例
会
　
　

二
〇
一
九
年
十
月
六
日
（
日
）
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移
動
例
会　

奈
良
方
面

　
二
〇
二
〇
年
三
月

未
定

高
知
例
会

二
〇
一
九
年
十
二
月
八
日
（
日
） 

午
前
十
時
～
正
午　

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室「
茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発

表
」

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』
第
四
章
輪
読

茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

席
主　

四
名　

会
費　

五
千
円　

　
二
〇
二
〇
年
二
月
三
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室「
高
知
支
部
二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画
」

発
表
者
未
定

茶
席　

茶
の
湯
文
化
学
会
の
研
究
成
果
を
実
践

す
る
。
茶
の
湯
を
一
般
の
方
々
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
「
床
飾
り
」「
道
具

立
て
」
は
す
る
が
、
お
点
前
は
お
客
次

第
と
し
て
楽
し
め
る
茶
席
を
設
け
る
。

会
費　
　

三
百
円　
　

お
知
ら
せ

●
質
問
を
募
集
し
ま
す

　

会
報
一
〇
〇
号
発
刊
を
記
念
し
て
、

一
〇
一
号
以
降
、「
質
問
コ
ー
ナ
ー
（
仮

称
）」
の
欄
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
茶
に

関
す
る
学
問
的
な
質
問
を
募
り
、
質
問

内
容
に
近
い
分
野
の
研
究
者
が
、
こ
れ

に
紙
面
上
で
回
答
す
る
と
い
う
企
画
で

す
。
こ
の
質
疑
応
答
を
通
し
て
、
会
員

相
互
の
交
流
を
よ
り
密
な
も
の
に
す
る

と
と
も
に
、
最
新
の
論
点
を
含
む
知
識

を
得
る
場
を
設
け
た
い
と
い
う
の
が
お

も
な
目
的
で
す
。
質
問
に
際
し
て
は
、

以
下
の
点
を
ご
了
承
下
さ
い
。

　

質
問
は
記
名
と
し
、
文
章
は
簡
潔
で

分
か
り
や
す
い
表
現
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
質
問
、
の
中
か
ら
、

学
会
員
全
体
に
と
っ
て
有
益
と
考
え
ら

れ
る
も
の
を
選
別
し
掲
載
い
た
し
ま
す

の
で
、
掲
載
さ
れ
な
い
質
問
が
あ
る
こ

と
も
ご
了
解
下
さ
い
。
し
た
が
っ
て
毎

号
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
掲
載
さ
れ
る
と
は

限
ら
ず
、
質
疑
応
答
の
両
文
が
調
っ
た

段
階
で
掲
載
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
質
問
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

●
松
花
堂
美
術
館
　
令
和
元
年 

特
別

展
「
茶
室
の
ア
イ
デ
ア
　
中
村
昌
生
と

『
庭
屋
一
如
』」

令
和
元
年
十
月
二
十
六
日
（
土
）
～
十

二
月
八
日
（
日
）

茶
室
・
数
寄
屋
研
究
の
第
一
人
者
・
中

村
昌
生
の
「
庭
屋
一
如
」
の
考
え
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
心
と
技
を
紹
介
す
る

展
覧
会
。

〈
講
演
会
〉

令
和
元
年
十
一
月
三
日
（
日
・
祝
）

午
後
一
時
半
～

「
茶
室
・
数
寄
屋
建
築
の
技
と
伝
承
」

日
向　

進

令
和
元
年
十
一
月
九
日
（
土
）

午
後
一
時
半
～

「
茶
室
の
位
置
づ
け
」

池
田
俊
彦

令
和
元
年
十
一
月
十
日
（
日
）

午
後
一
時
半
～

「
中
村
昌
生
と
庭
屋
一
如
」

吉
江
勝
郎

＊
各
回
、
講
習
室
。
各
回
、
無
料
。

〈
呈
茶
席
～
庭
屋
一
如
の
楽
し
み
～
〉

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）

午
後
二
時
～

席
主　

影
山
純
夫

庭
園
内
、
松
隠　

広
間
に
て
。

料
金
：
八
百
円

＊�

以
上
の
お
申
込
み
は
、
八
幡
市
立
松

花
堂
美
術
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

電
話（
〇
七
五
）九
八
一
－
〇
〇
一
〇


